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台湾國立聯合大学からの中国語教育実習生受入れ再開における実践報告 
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A Practical Report on the Resumption of Acceptance of Chinese Teaching  

Trainees from  National United University of Taiwan 
 

WATANABE Tomomi, YAMADA Takafumi, KATORI Shigetaka 
 

We have resumed accepting teaching trainees from National United University of Taiwan after a five-year absence. The 
trainees received training in Chinese language education. They held Chinese language study sessions after school. Also, 
exchange activities with student ambassadors were held. Through the teaching practice, our students were able to develop an 
international perspective. Furthermore, the acceptance of the trainees provided various positive stimulations for our 
international exchange activities. 
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１．はじめに 

 

國立聯合大学は、国立高等専門学校機構と包括的

学術交流協定を提携している台湾苗栗市にある総

合大学で、國立聯合大学研究発展処と第４ブロック

を中心とした高専は、国際研究学会「NIT-NUU 日台

国際カンファレンス」を毎年共同開催し、専門研修

を実施している。また、華語文学系から中国語教育

実習生の受け入れを行うなど、学術分野を問わず活

発な交流が行われている。 

本校では、平成 29（2017）年度、平成 30（2018）

年度、令和元（2019）年度と 3 年にわたり、毎年 2

名の中国語教育実習生を受け入れてきた。しかし、

コロナ禍で国際的な移動を伴う活動に制限がかけ

られてしまったため、令和 2（2020）年度より 3 年

間、中国語教育実習生の受け入れを実施することが

できなかった。また、様々な活動がほぼ通常通り実

施されるようになった令和 5（2023）年度は、女子

寮生増員に伴う女子寮の定員問題が発生し、受け入

れ体制が整わず、やはり中国語教育実習生の受け入

れはかなわなかった。 

華語文学系は女子学生が多いため、必然的に教育

実習に来る学生も女性の割合が高く、これまで本校 
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で教育実習を行った学生もすべて女子学生であっ

た。そのため、中国語教育実習生の受け入れを再開

するにあたり、筆頭著者は、令和 5（2023）年度よ

り華語文学系の何修仁主任、鄂貞君副教授（筆者注：

2024 年 8 月より華語文学系主任）と打ち合わせを

行い、男子学生の派遣を依頼した。両教授の協力の

もと、令和 6（2024）年度は、男子学生 2 名が本校

に中国語教育実習生として派遣されることとなっ

た。 

 本稿では、令和 6（2024）年度に再開した中国語

教育実習生の受け入れの実施内容を報告する。 

 

２．実施内容 

 

 中国語教育実習生は、本校で教育実習を行うこと

で単位を取得することができ、また、台湾教育部よ

り奨学金（學海築夢奨学金）を支給され、派遣され

ている。そのため、受入れにあたり國立聯合大学と

本校とで「實習合作協議書」を取り交わした。 

 

２．１ 実習計画 

教育実習は、「滞在期間が 1 カ月以上、実習時間

が 36 時間以上」という規定があるが、内容につい

ては、各受け入れ先がそれぞれ計画することになっ

ている。今年度は、筆頭著者が担当となり初めての

受け入れであることや受け入れができなかった期

間に選択科目「国際交流Ⅰ」が新たに設置されたこ

と、学生アンバサダー（以下、SA と表記する）1）の

活動が活発になり、学生たちが主体的に様々な活動
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に参加する土壌ができていたこと、さらには、中国

語学習に興味をもつ学生が一定数いたことなどか

ら、教育実習内容を変更し、以下のように計画した。 

 

活動名 対象 時間 

異文化社会論Ⅰ 授業履修者 8 

全系横断演習 授業履修者 8 

After School Chinese 希望者 15 

台湾文化について講演 希望者 1 

台湾文化体験 SA イベント 

グループ 

2 

English study グループと

活動 

SA English 

Study グループ 

2 

After School English SA や希望者 1 

合計 37 

表 1 中国語教育実習生実習計画 

 

 その他、英語を使いたいという要望を持つ学生が

いたことから、学生との英語での交流時間も設けた。 

中国語教育実習生は、国際寮 1 階に滞在し、共有ス

ペースを授業準備や待機場所として設定した。 

 

 ２．２ 実際の実習内容 

 上のように教育実習内容を計画し、SA にかかわ

る活動は、SA の各グループのリーダーに相談し、各

グループでミーティングを行い、実施内容を定めて

もらった。また、授業日程とも照らし合わせた結果、

実際の教育実習は、以下のような内容となった。 

 

活動名 対象 時間 

異文化社会論Ⅰ 授業履修者 10 

全系横断演習 授業履修者 8 

After School Chinese 希望者 12 

台湾文化について講演 希望者 1 

台湾文化体験 SA イベント 

グループ 

2 

日本文化体験 SA イベント 

グループ 

2 

SA が作成した日本事情理

解ボードゲームの体験 

SA日本事情教材

製作グループ 

2 

After School English SA や希望者 1 

授業打ち合わせ  2.5 

英会話指導、文化交流 希望者 10 

合計 50.5 

表 2 中国語教育実習生実習内容 

 

 以下、正課である「異文化社会論Ⅰ」と「全系横

断演習」を除く、各活動について概要を紹介したい。 

 

 （１）After School Chinese 

 本校で長年継続されている英語学習活動 After 

School English より名前を借り、放課後、希望者が

発音の基礎から中国語を学んだ。「国際交流Ⅰ」履

修者や SA が中心となり、参加した。月曜日から木

曜日の放課後に 50 分間、計 12 回実施した。 

はじめは、10 名程度の参加者だったが、中国語教

育実習生がスマートフォンを使ったゲームアプリ

などを活用し、楽しみながら学習できるように工夫

を凝らしていたこと、問題に正解すると台湾のお菓

子をもらえるなどの楽しみがあったことなどから、

参加者の友人が少しずつ加わり、最終的には 30 名

あまりの学生が参加し、中国語教育実習生とともに

中国語の基礎を学んだ。 

最終日には、参加者の中の有志が中国語教育実習

生にプレゼントとお礼のメッセージを自発的に送

るなど、学習面だけではなく、精神的な面でも交流

ができたと考えられる。 

 

 

図 1 スマートフォンを使った中国語学習ゲームをする学生 

 

 （２）台湾文化について講演 

 来日前に中国語教育実習生に依頼をし、準備をし

てもらい、英語で台湾の文化について紹介する講演

会を実施した。40分ほど話をしてもらい、その後は、

質疑応答の時間をとった。英語での講演ということ

もあってか参加者は 17 名にとどまり、その多くは、

「国際交流Ⅰ」履修者であった。 

 中国語教育実習生の英語の発音が明瞭であった

こととシンプルな表現を用いて話していたこと、ま

た、スライドに写真や動画を用い、視覚的にも分か

りやすかったことから、はじめは緊張した様子だっ

た参加学生も次第にリラックスし、終了後は、「細

かいところは理解できなかったが、話の大体の内容

は理解できた」と語っていた。質疑応答は、マレー

シア留学生が率先して行ってくれたが、日本人学生

にとっては、英語での質疑は心理的障壁が高く、1

名を除いては、自ら手を挙げることはなかった。 
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 日本人学生の「英語の講演を聴く」、「英語で簡単

な質問をする」ということに対する心的な障壁をな

くすための取り組みの必要性をここでも感じさせ

られた。 

 （３）台湾文化体験、日本文化体験 

 SA の中のイベントグループに依頼し、中国語教

育実習生が台湾文化を紹介し、簡単なものづくりを

行える活動を設けた。ミーティングの段階で、SA よ

り、「自分たちも教育実習生に日本文化を紹介し、

体験してもらいたい」という提案があったため、SA

が中国語教育実習生に日本文化を紹介する活動も

設けられた。 

 日本文化体験では、SA が、覚えておくと便利な日

本語と七夕について英語で紹介し、折り紙をし、七

夕飾りを作成し、飾った。台湾文化体験では、中国

語教育実習生が春節について紹介し、正月飾りと元

宵節にちなんだ灯籠を製作した。 

 ふたつの活動を通して、学生たちは、単語だけで

も英語で中国語教育実習生に話しかけたり、表現で

きないときはジェスチャーや絵を描いたりして、コ

ミュニケーションをとっていた。また、中華圏の文

化についても理解が深まったようだ。 

 

 
図 2 正月飾りをつくる SA 

 

 限られたメンバーのみの参加であったため、単語

の羅列のみであっても、恥ずかしがらずにコミュニ

ケーションをとれた、ということもあったと考えら

れるが、灯籠づくりなどは、活動に参加した学生た

ちに好評だったため、もう少し広く参加者を募集で

きれば良かったかもしれない。 

 （４）SA が製作した日本事情理解ボードゲームの

体験 

 SA の日本事情教材製作グループより、「自分たち

が作ったゲームを中国語教育実習生に遊んでもら

い、フィードバックをもらいたい」という提案があ

ったため、追加した活動である。中国語教育実習生

2 名は、日本語で簡単な挨拶などはできるが、会話

ができるレベルではないため、日本語学習ができる

カードゲームを体験し、フィードバックをもらった。 

 

 

図 3 日本語学習カードゲームをする中国語教育実習生と SA 

 

 SA が自発的に活動内容の提案、実施を行えるよ

うになり、安定した活動を行っているため、今回の

中国語教育実習生受入れにおいても、SA の力を借

りる場面が多かった。中国語教育実習生の受け入れ

ではあるが、このように学内の別組織（企画）と連

携していくことは、重要かつ有用である。 

 （５）After School English 

 After School English は、放課後の時間を利用

し、英語を使ったゲームなどを実施する活動で、平

成 26（2014）年より本校の有志が月に 1、2 回実施

してきた活動である。SA の活動が本格的に始まっ

た令和 2（2020）年度からは、SA の活動のひとつと

なった。 

7 月の After School English に中国語教育実習

生は参加したのだが、今年度初めての留学生参加と

いうことで、参加した日本人学生も、中国語教育実

習生から良い刺激を受けたことと考える。また、中

国語教育実習生も活動を通して、より多くの本校の

学生と交流することができた。 

（６）英会話指導、文化交流 

過去に海外研修に参加し、国際交流に興味があり、

自身の英語力を向上させたいという要望を持つ学

生に声をかけた。有志の学生には、中国語教育実習

生と英会話練習をしつつ、津山のまちを紹介しても

らうなど学生主体で自由に交流してもらった。この

学生たちは、After School Chinese には参加して

いなかったが、中国語教育実習生との交流の中で簡

単な日本語を教えたり、簡単な中国語を教えてもら

ったりなどもしたようだ。教育実習生が津山を離れ

る日には、津山駅まで見送りに来てくれるなど、交

友を深めたようである。 

 

３．学生からのフィードバック 

 

前述のような活動を通し、國立聯合大学の中国語

教育実習生の教育実習と本校学生の国際的視野を
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養う活動を実施した。教育実習全体についてのフィ

ードバックを得ることはできていないが、初めての

試みであった After School Chinese の参加者に事

後アンケートを実施したため、その結果を参考に今

回の教育実習受け入れについて振り返りを行いた

い（有効回答数 12）。 

 「After School Chinese を受講して楽しかった

ですか」という質問に対し、回答者のほとんどが

After School Chinese に参加し、活動を楽しむこ

とができたと回答している（図 4 参照）。また、印

象に残った内容としては、以下の回答があった。 

 

・ゲームをしながら中国語を学べるのはとても良いと思いま

す。 

・ゲーム形式での学習は、繰り返し覚えることができ、よか

った。 

・ミニゲームやチームで戦う単語を埋めるクイズ。 

・最初の人が書いた数字をみんなで絞っていきながら当て

るゲームがとても楽しくて印象に残っています。 

・グループでゲームを交えて学んだことが楽しかったです。 

・様々なゲームをしながら学習したこと。 

・自分の名前難しい。 

 

 

図 4 After School Chinese を受講して楽しかったですか 

 

 内容についての要望としては、「ゲームの説明や

デモンストレーションの際、日本語を少し交えると

低学年の人たちも理解が早いのかなと感じた」とい

うものがあった。確かにあるゲームはルールが複雑

であったため、初めのうちは学生が戸惑っており、

何度かプレイしていく中で、それぞれがルールを理

解していくという様子であった。活動終了後のミー

ティングで中国語教育実習生に学生の様子を伝え、

分かりやすい英語で説明するように指示をし、中国

語教育実習生も工夫をしてはいたが、受講している

学生側としては、やはり分かりにくい部分があった

ようだ。授業前後のミーティングでの授業内容調整

については、次年度以降の課題としたい。 

 

 

図 5 After School Chinese の内容は難しかったですか 

 

 「After School Chinese の内容は難しかったで

すか」という質問に対しては、17％が「とても難し

かった」、41％が「難しかった」と回答し、過半数が

難しいと感じていたことが分かった。やはり、新し

い言語を学ぶということで、学生たちは、難しさを

感じていたようだ。しかし、前掲の回答からも分か

るように、学生が取り組みやすいようにゲームを多

く取り入れ、授業を展開していたため、新しい言語

を学ぶという心理的障壁は低く、楽しめたのだと考

えられる。実際、After School Chinese では、英語

による講義があり、発音の練習などを行い、学生た

ちに疲れが見えだすころにゲーム形式で学びの確

認をしており、非常に効果的であった。「Kahoot！」

や「Quizlet」などのツールは、筆頭著者も「全系横

断演習」での中国語学習や留学生に対する日本語学

習で実施し、その効果を実感してはいたものの、毎

回の授業に取り入れることはしていない。しかし、

After School Chinese に立ち合うことで、ゲーム

形式での学びの確認を効果的に取り入れていくこ

とを検討したいと考えた。このように教育実習生は、

学生に対してだけではなく、教員側にも多くの刺激

を与えてくれた。 

 

 

図 6 After School Chinese で勉強した内容は 

どれくらい自分のものにできたと思いますか 

 

 After School Chinese は、取り組みやすさ、活動
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の楽しさにおいては、非常に効果が高かったと言え

るが、学びの定着という面では、約 1 か月間という

短い期間だったこともあり、あまり効果があったと

は言えない。「よく理解でき、自分のものにできた

と思う」と回答した学生は 0 名であった。しかし、

今回、After School Chinese に参加した学生が、

「全系横断演習」や「異文化社会論Ⅰ」を履修した

り、自主的に中国語学習を継続することができれば、

動機づけとしては十分な効果があったと言えるだ

ろう。参加学生の今後の動向については、継続して

見ていきたい。 

 

 
図 7 After School Chinese のように放課後に 

何かを勉強したりする会があれば、また参加したいですか 

 

「After School Chinese のように放課後に何か

を勉強したりする会があれば、また参加したいです

か」という質問に対しては、全員が「参加したい」

と回答している。これまで確認してきた通り、After 

School Chinese に参加した学生たちは、活動を楽

しむことができたようである。また、今後も様々な

活動に参加したいという意欲にも富んでいること

がアンケート結果からも分かるだろう。具体的にど

のような活動を望むかという自由記載欄には、「英

語でコミュニケーションがとれるように勉強した

いです」という意見があった。学生たちの知的好奇

心を刺激でき、国際的視野を広げることができるよ

うな活動を今後も企画していきたい。 

 

４．おわりに 

 國立聯合大学からの中国語教育実習生の受け入

れを再開したことにより、活動に参加した学生たち

は、普段あまり接することのできない中国語や台湾

文化などにふれることができた。中国語教育実習生

の受け入れは、本校の国際交流活動、特に「国際交

流Ⅰ」や SA の活動に、たくさんの良い刺激を与え

たと言える。 

 その一方で、正課の担当者と実習の総括評価者が

異なっていることについて指摘を受けた。これは、

次年度以降の運営における課題のひとつであろう。

また、受け入れ再開前までにこれまでの中国語教育

実習生の受け入れ態勢、実習内容などの振り返りが

十分にできていなかった。これまでの実施内容と今

年度の内容を照らし合わせ、来年度以降の受け入れ

に備え、教育実習生に充実した実習環境と内容を提

供できるように努めたい。 
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